
事業実績シート 

協会事業名 
□コミュニティ活性化支援事業  □定住促進事業  □地域特産品需要拡大支援事業 

■国際交流支援事業  □長崎県防災航空隊常駐化支援事業 

自治体(団体) 
事業名 

住民の国際化推進事業 

所管局部課 
自治体（団体）名 所管部・課名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

長与町 企画財政部政策企画課 高松 花南 095-801-5661 

事業期間 開始年 平成 10年  月  日 （20年目） 

事業実施手法 □全部直営   □一部委託   □全部委託   ■その他[  補助金  ] 

実施期間 （開始日）平成 30 年 4月 1日   （完了日）平成 31 年 3月 31日 

委託した場合の 
委託内容 

委託先機関名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

   

（委託内容） 

助成事業の目的 

※住民視点を踏ま

えて記載してくだ
さい。 

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか） 

長与町住民 長与町国際交流協会の活動を支援し、住民の国際理

解と国際感覚の醸成を図る。また、町内在住外国人

と町民の交流を促進することで、町内に住民同士の

ネットワークを構築する。 

助成事業の具体
的内容 
※事業をまったく

知らない人でも、事

業の実施内容や実

施方法の概要が分

かるように入力し

てください。 

総合計画に「国際色豊かで多文化が共生するまちづくり」を掲げている長与町は、その一環と

して在住外国人や留学生との交流会、語学講座、国際交流に関するイベント等を実施している長

与町国際交流協会を本町における国際交流推進の中心的組織として位置づけ、補助金交付による

活動支援を行っている。今年度は、長与町国際交流協会が設立 20 周年を迎えたことから、例年

の事業の拡充及び新規事業を展開し、より多くの町民に国際交流事業に参加していただくことで

国際交流協会の周知を行った。その中でも、協会の基幹事業となっている国際理解セミナーをメ

インイベントとして掲げ、現在も世界中で取材を続けている「渡部 陽一氏」をお招きして国際

理解、国際協力をテーマとした講演会を開催した。また、講演会と同時に「渡部 陽一氏 写真

展」及び「協会設立 20 周年の歩み 企画展」を開催することで、多くの方に協会の周知を図っ

た。講演会では、466名が参加し、多くの方に国際理解の促進と協会の周知をすることができた。  

他にも、例年の事業に加え協会設立 20 周年の冠をつけて語学講座の新規事業「トラベル外国語

講座（英語・スペイン語・ベトナム語）」や、外国人との交流イベント「スポーツ交流イベント

＆お茶会」を開催し、誰もが参加しやすく国際交流に興味を持ってもらえるように努めた。 

また、協会の語学講座の受講生に町内外の外国人向けに多言語版の長与インフォメーションマ

ップを作成していただき、これから長与町の情報発信をする手段として活用していく。 

事業開始の背

景、これまでの

経緯及び現状 

(事業開始の背景) 

・平成 9 年、アメリカ合衆国コネチカット州ウェザースフィールド町と姉妹都市締結 

・平成 10年、長与町国際交流協会発足。以降、町の国際交流に関する事業を中心となって実施 

・平成 14年、中華人民共和国上海市ナンフィ区と友好交流調印、相互訪問開始 

・平成 29年、ウェザースフィールド町と長与町の姉妹都市締結 20周年 
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２ 実績結果 

事業費の推移 前々年度決算 前年度決算 当該年度決算 

事業費（円） 2,200,000 1,620,000 1,620,000 

（
財
源
内
訳
） 

国庫支出金    

県支出金    

地方債    

その他    

市町振興共同事業助成金 1,758,000 1,296,000 1,296,000 

一般財源 442,000 324,000 324,000 

成
果
（
活
動
）
指
標 

指標名 指標設定の考え方 単位 区分 前々年度 前年度 
当該年

度 

① 

長与町国際交流協会 

イベント開催回数 

在住外国人や住民参加の場

の提供を活動指標とする 
回 

目標 5 5  5 

実績 8 9   8 

目標達成率（％） 160.0 180.0 160.0 

② 

長与町国際交流協会 

イベント参加者数 

開催したイベントに参加し

た在住外国人や住民の人数

を成果指標とする 

人 
目標 400 400 400 

実績   621  473  

目標達成率（％） 155.3 118.3 176.8 

 

３ 事業の振り返り 

必
要
性
の
点
検 

（１）公共性評価  

（公益性） 

■広く社会に利益をもたらすサービス 

□特定の個人又は集団のためのサービス 

□上記以外の中間的なサービス 

（必需性） 

□住民生活に必要不可欠なサービス 

□住民生活に必要不可欠ではないサービス 

■上記以外の中間的なサービス 

（２）行政関与の妥当性評価 （３）廃止又は休止した場合の影響 

妥当性低い    妥当性高い 

（－）   ０   （＋） 

      ● 

（影響内容、程度等） 

 町内国際交流の停滞 

 在住外国人への情報発信の機会の減少 

 

 

 

(経緯・現状) 

平成 9年の姉妹都市締結、平成 10年の長与町国際交流協会発足、平成 14年の友好交流調印に

より長与町における国際交流の推進が期待されていたが、平成 21 年合併によりナンフィ区が消

失。唯一の姉妹都市であるウェザースフィールド町とは地理的に交流が難しいことに加え、経済

の低迷による財源不足も相まって、海外との交流が実質的に途絶え長与町国際交流協会の活動も

内向きの活動に偏らざるを得なくなっている。 

私益 

（－） 

必需（＋） 

 

 

 

 

選択（－） 

公益 

（＋） 

707 
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４ 有効性の点検、効率性の点検 

有
効
性
の
点
検 

（１）成果（活動）指標の達成状況 （左記結果となった理由） 

■成果（活動）指標の実績値は、目標をほぼ達成した 

□成果（活動）指標の実績値は、目標を下回った 

協会設立 20 周年記念事業として例年の事業の拡充、

新規事業の展開を図ったことで、協会事業の参加人数

が大幅に増加し、多くの町民に協会を周知することが

できた。これを契機として、今後の国際交流事業への

参加を促進することが可能となった。 

（２）成果（活動）指標を向上させるため、事業内容や実施方法を工夫する余地 

□工夫の余地はない 

■工夫の余地がある 

（工夫の内容・工夫の余地がない理由） 

協会設立 20 周年の記念事業を開催した際に、各事業でアンケートをとったが、協会に

ついて知らない方も多かった。今後は、ＳＮＳやホームページなどを利用して引き続

き広報活動を継続するとともに、無関心層でも興味を持てるような事業を展開する必

要がある。 

実施予定 

期 日 
 

（３）類似事業との統合 （統合可能性のある類似事業名、統合不可能な場合はその理由） 

□類似する事業と統合可能 

□類似する事業はあるが、統合不可能 

■類似する事業はない 

 

 

 

効
率
性
の
点
検 

（１）民間委託化等の妥当性評価 （具体的内容） 

□民間委託化や非常勤化等を検討すべき業務がある 

■民間委託化や非常勤化等を検討すべき業務はない 

 

 

 

 

（２）受益者負担の適正化等による歳入確保 （判断理由と可能な歳入確保内容） 

■既に受益者負担の見直し等で歳入確保を実施済み 

□受益者負担の見直し等で歳入確保は可能 

□受益者負担の見直し等での歳入確保は困難 

語学講座は受講料を徴収している。 

その他、イベント参加費は個人負担と協会負担。 

なお、参加費は協会会員と一般参加者とで負担額の 

差別化を行っている。 

 

５ 今後の方向性 

必要性の点検から □事業休止 □事業廃止 □民営 □事業終了（完了） 
■現状維持 

 実施（予定）時期     

有効性の点検から □サービス水準低下 ■サービス水準向上 □類似事業との統合 
□現状維持 

 実施予定時期  令和元年  

効率性の点検から □委託化 □非常勤化 □受益者負担の見直し □広告料収入等の新たな歳入の確保 
■現状維持 

 実施予定時期     

具体的内容 

町民の多文化理解と国際感覚の醸成を図るため、在住外国人や留学生と住民が気軽に参

加・交流ができるよう国際交流事業を行っていくとともに、在住外国人が住みやすい町とな

るように外国人向けの情報発信などの支援を行っていく。また、唯一の姉妹都市であるアメ

リカ・ウェザースフィールド町との友好関係の継続と発展を目的として長与町国際交流協会

を中心に交流事業を展開するとともに住民への周知広報に努め、認知度の向上と国際交流へ

の気運を高めていく。 
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